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日時： 2020年8月21日（金）22：00～8月23日（日）17：30

参加： 櫻田正行、石井 敏、会津エリ子、白戸美和子、大石忠秀

山頂の直下で記念撮影 遥か向こうに安達太良山の頂上が見える

この後、今宵の宿飯坂温泉（伊勢谷）に15：00には到着。1日の汗を流すことに。

翌23日は10：00前に宿を出て、福島市の中野不動尊にて大日如来様にお参り。こ

の後、福島県立美術館へ。途中、桃園に立ち寄り桃を食す。旨い❕　美術館では近現

代版画展が開催中。棟方志功の釈迦10大弟子も展示中で、目の保養をして一路青

森へ。

17：30青森インター着。大石さん、桜田さん、往復の車の運転お疲れ様でした！

　レポート by 石井 敏

あだたら高原スキー場の駐車場から登る

10：00（予定11：00）安達太良山1,700メートル着。もうこの時間でかなりの人

がいます。

ここでアサギマダラを見つける。このチョウは沖縄周辺の島から移動してくるらしい。今回は

4,5回位目の前に現れてくれました。青森では昨年1度お目にかかっただけなのに。

21日、予定より10分早い21：50に青森インターを奥岳登山口に向けてスタート、途

中2か所の休憩を取り3：30到着、駐車場には既に10台位の車が停車、中には関東

ナンバーもあり（誰だって山には行きたいよねコロナがあっても）

予定では6：30迄仮眠でしたが、5時過ぎにあたりで明るくなり当然目が覚める。ここで

持参の朝食を取りながら準備を始め、6：10（予定7：00）には登山開始。馬車道

なる平坦な道がかなり奥まで続く。途中から旧道に入りましたが、そこはやはり登山道そ

れなりにきつかった。全体としては天気も良く、緩やかな登りやすいコースでした。
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    青森FHCニュース　

８月２１日（金）21：50出発、２３日（日）17：30帰着、2泊3日の予定で

福島の名峰安達太良山を楽しんできました。

メンバーは大石さんをリーダーに桜田さん、会津さん、白戸さん、と私石井の善男善女５名　

頂上に登り証拠写真の撮影。終えて少し下で早めの昼食、この後いつものコーヒータイ

ム至福の時間を過ごす。

10：40下山開始、途中薬師山頂駅付近で休憩を取りながら、13：00（予定

14：50）には奥岳駐車場に到着。



１．日　時 ： 9月26日（土）

２．集　合 ： 田代平トイレ駐車場　9時集合

３．移　動 ： 参加者によって決めます

４．会　費 ： 700円

５．締　切　 ： 9月19日（土）

６．申　込　 ： 白戸三和子さん　電話・FAX　017-772-7071

： 電話での申込みは17時迄

７．その他

【登山概要】

　登山口　9時20分発⇒山頂　11時50分着

　⇒山頂12時30分発⇒登山口14時30分着

【当会のホームページについて】

①アドレス直接入力の場合　　 ⇒　http://aomorifhc.wp.xdomain.jp/

②インターネット検索の場合　　⇒　「青森ファミリーハイキング」と入力

※例会報告の履歴を掲載しています。ニュースは印刷可能です。

箒場岱から高田大岳・小岳の鞍部（あんぶ）に出る登山道は

長くて変化に乏しいため訪れる人が少ない。しかし、登山道沿い

のブナ林が美しく、赤倉岳が屏風のように広がって見える眺望は

他では得られないため「静かな山旅が楽しめる」と隠れたファンが

多い。鞍部は湿原で、季節になると高山植物が咲き誇る。登山

道の刈り払いは定期的に行われている。

青森県・八甲田山系を形成する山の一つで、高田大岳に寄り

添うようにそびえる、美しい山容の山。八甲田火山群の中で、最

初にできた山とされる。山頂からの展望はよく、間近にそびえる高

田大岳をはじめ、眼下には、かつてはカルデラ湖だったとされる田

代岱が山に囲まれている様子がわかる。

頂上（1,700ｍ）に登り証拠写真の撮影

頂上直下で早めの昼食と

至福のコーヒータイム

飯坂温泉近辺の中野不動尊（日本三大不動尊）

福島県立美術館

　9月例会案内 　　「北八甲田　雛岳」　　青森市　　　標高 1,240m　　担当：及川　功


